
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

仙北市女性の活躍推進事業【秋田県仙北市】

目的・目標

事業の特徴

仙北市では人口減少が続き、将来的には生産年齢人口割合の
減少と老年人口割合の増加が見込まれています。平成28年度に
女性活躍推進に係る事業所アンケートを実施しましたが、超過勤
務時間や年次休暇取得率に関する質問に無回答の事業所が多く
見受けられ、自社の現状を把握できていない側面があることが課
題としてあがりました。

それぞれの事業所が現状を見つめなおし、課題を分析する必要性を認
識し、経営者・被雇用者双方が働きやすい職場について考える機会を創
出するため業種別パネルディスカッションを開催し、業種を絞り込んだ現
状を把握する。また、企業とのイクボス共同宣言を実施し、今後の女性
活躍推進への官民一体となり機運を高める。
業種別パネルディスカッション参加者 ５０人 → ６４人
イクボス共同宣言 ３０人 → ５０人

（１）仙北市女性活躍推進協議会、仙北市男女共同参画推進委員会の
構成員による実行委員会の開催
８月に１回、９月に１回の計２回開催した。

（２）女性活躍推進会議 in 仙北の開催
３つの業種別パネルディスカッションを開催した。参加者は６４人。

（３）仙北市イクボス共同宣言の実施

市長及び市管理職２６人、企業経営者及び管理職２４人の計５０人
によるイクボス共同宣言を実施した。

○実行委員会（仙北市男女共同参画推進委員会、仙北市女性活
躍推進協議会の構成員）

仙北市企業等連絡協議会、仙北市建設業協会連合会、秋田県中
小企業家同友会仙北地区会、田沢湖・角館観光連盟、仙北市商
工会、秋田おばこ農業協同組合、地域運営体連絡協議会、民生
委員、社会教育委員、人権擁護委員、仙北市支え合い協議体、Ｐ
ＴＡ代表

業種別パネルディスカッションの開催により労働環境の異なる業種を
より絞り込んで現状を把握することができた。また、最後に各分野での
パネルディスカッションの内容を報告する場を設け、市全体が抱える課
題等を共有することができた。
業種別パネルディスカッション参加者へのアンケート結果から、２０代

から３０代の若い世代における男女の差という意識はほぼ無くなってお
り上の世代の意識改革が必要となっていることや、男女に限らず多様
な人材の活用、いわゆるダイバーシティの推進が今後の鍵となることが
確認できた。

業種別パネルディスカッションの開催により、自社の労働環境の現状
を認識し見つめ直す良い契機とはなったが、参加事業所の範囲にとどま
っている。今後、より効果的に「女性の活躍推進」につながる活動を市、
仙北市女性活躍推進協議会と一体となり継続していく必要がある。
また、少子高齢化による生産年齢人口の減少の拍車が見込まれるな

か、市の重点政策である移住定住や結婚支援についても連携して取り
組む必要がある。



◆仙北市イクボス共同宣言の実施
日時：平成３０年３月２３日（金）
場所：田沢湖総合開発センター
【基調講演】
本田 正博
（ファザーリング・ジャパン東北）

【イクボス共同宣言】 ５０人
仙北市長及び市管理職員 ２６人
企業経営者及び管理職員 ２４人

１．労働環境の異なる業種を絞り込んだディスカッションの開催
①【サービス・観光】

仙北市で就業割合が高く、既に多くの女性が活躍している分野
②【医療・福祉・保育】

サービス需要が高く、女性の就業割合が高い分野
③【建築・林業・消防】

これまで男性労働者が主だった分野

２．「イクボス共同宣言」を実施し、男女のさらなる活躍を推進する。

事業の概要

女性活躍推進に関する仙北市の課題 課題解決に向けて．．．

◆実行委員会の開催（２回）
①第１回 平成２９年８月８日（火） １０人出席
【協議内容】
・パネルディスカッション開催概要
・コーディネーターについて
・進行について

②第２回 平成２９年９月１１日（月） １３人出席
【協議内容】
・集客について
・進行について
・アンケート実施について
・まとめの会（イクボス宣言時）について

◆女性活躍推進会議 in 仙北の開催
日時：平成２９年９月２７日（水）
場所：角館交流センター
【サービス・観光】 ３３人出席
吉田 裕幸（秋田内陸縦貫鉄道）
安藤 雅子（安藤醸造）
門脇 富士美（農家民宿 星雪館

）

【医療・福祉・保育】 １７人出席
糸井 ミエ（元医療従事者）
畠山 千春（デイサービス若杉）
赤上 マツ（元保育従事者）

【建築・林業・消防】 １４人出席
寺澤 喬（寺沢工務店）
菅岡 佳奈子（ウッディさんない）
荒木田 俊一（仙北市消防団）

自社の現状（課題）把握できていない

・女性の活躍推進についてのアンケート（平成２８年度）より

「超過勤務時間に関する質問」及び「年次休暇取得率に関
する質問」への無回答が多く見受けられた。
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